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研究成果の概要（和文）：本研究の第一の目的は、「省略は文の意味を変える」という仮説を様々な省略構文で
検証し、その記述的一般化を試みることである。第二の目標は、同現象に影響する音・意味・統語の言語原理を
解明することである。第一の目標に関しては、日本語の項削除文、Verb-Echo Answer文（VEA)、
Particle-Stranding Ellipsisなどにおける数量詞や否定辞の作用域が、対応する非削除文とは異なることを明
らかにした。第二の目標に関しては、削除文の意味変化が主要部移動や数量詞繰り上げなどの移動操作に依存す
ると主張し、それらの特性を説明するには音韻削除分析がより妥当であることを示した。

研究成果の概要（英文）：The aims of this project are (i) to clarify that ellipsis changes the 
meaning of a sentence, and (ii) to research on the underlying phonological, semantic, and/or 
syntactic mechanisms of such meaning change under ellipsis. For the first purpose, I examined 
various elliptical constructions in Japanese and English, including Argument Ellipsis, Verb-Echo 
Answers, and Particle-Stranding Ellipsis, and clarified that scopes of quantifiers and negation may 
be different in the elliptical sentences. I attribute the scope change to syntactic movement 
mechanisms such as head movement and quantifier raising, thereby suggesting that phonological 
deletion analysis might be a more suitable analysis for ellipsis.

研究分野：統語論

キーワード： 削除　数量詞の作用域　主要部移動　wh移動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、「省略は文の意味を変える」ということを様々な削除文において実証するものであり、その過程にお
いて削除文の数量詞解釈・否定辞の作用域・削除可能な要素の特性・削除部からの移動可否などの多くの特性を
明らかにしてきた。これらのことから、本研究は日英語の統語論研究の経験的発展に寄与するものである。ま
た、削除文の派生方法に関して、移動と削除の相互作用や削除の適用可能性、削除文特有の（主要部）移動など
を研究し、それらの成果Linguistic Inquiry, Syntaxなどの国際誌や、多くの国際・国内学会などで広く公開し
たことで、削除文についての統語理論にも貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
生成文法では、大きく分けて二つの省略分析が提案されてきた。一つは、統語・意味は非省略
文と変わらず、音を消すという分析(PF削除分析)であり、もう一つは、省略部分は統語・音韻構
造を持たず、文脈から意味だけをコピーするという分析(LF コピー分析)である。いずれの分析
においても、省略文は非省略文と意味が変わらないと仮定されることが多かった。 
これに対し、本研究では、省略は文の意味を変えるという仮説を立て、日英語を中心とした実
証研究を行う。この仮説が立証された場合、省略には意味部門の操作が深く関わるため、LF コ
ピー分析の支持に繋がると予測される。他方、上記の仮説が反証された場合、省略は意味を変え
ず音を削除するだけであるという PF削除分析の妥当性が高まると予測される。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の第一の目的は、「省略は文の意味を変える」という仮説を様々な省略構文で検証し、
その記述的一般化を試みることである。第二の目標は、同現象に影響する音・意味・統語の言語
原理を解明することである。この目的を達成するために、(i)日英語を中心とした多様な省略文を
収集・精査し、それをもとに(ii)「省略は文の意味を変える」という仮説を検証する。同時に、そ
れらの事実を分析するために(iii) 省略文にかかる音・意味・統語制約の解明・提案を行う。特に、
(ii)の仮説が立証された場合は、省略には意味部門の操作が深く関わると考えられるため、省略
部分は統語・音韻構造を持たず、文脈から意味だけをコピーするという LFコピー分析に基づく
提案を行う。(ii)が反証された場合は、統語・意味は非省略文と変わらず、音を消すという PF削
除分析に基づく提案を行う。また、(ii)が一部反証された場合は、LF コピーと PF 削除のどちら
の省略方策を用いるかに関して、言語間差異・構文間差異が見られるという分析を提案する。ま
た、省略と意味変化に関して、統語－意味のインターフェースに基づく分析も提案する。さらに、
省略文の残余部にかかる音韻強勢などの制約に関しても、統語－音のインターフェースという
観点から分析を提示する。これらの段階は同時進行で進める。また、国際誌や国内外の学会など
で広く研究成果を公表する。 
 
 
３．研究の方法 
 
日英語を中心とした多様な省略文を収集・精査し、それをもとに「省略は文の意味を変える」と
いう仮説を検証する。同時に、それらの事実を分析するために省略文にかかる音・意味・統語制
約の解明・提案を行う。これらの段階は同時進行で進める。まず、日英語において節省略、項省
略、動詞句削除、名詞句削除などの様々な省略構文を文献研究やインフォーマントの内省調査に
より収集し、その特性を精査・比較検証する。特に、数量詞や焦点要素の省略現象を考察対象と
する。数量詞や焦点要素は談話上重要な意味を有し、音韻強勢や統語移動も示すことが多い。そ
のため、省略によりそれらの要素の音が消失したときに起こる意味・統語構造の変化の検討は重
要な新しい事実の発見に繋がる可能性が高い。 
様々な省略文における意味変化や統語・音韻・意味特性を明らかにするとともに、それらに対
して妥当な分析が LFコピー分析であるか PF削除分析であるかを検証する。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究は、「省略は文の意味を変える」ということを様々な削除文において実証するものであ
り、その過程において削除文の数量詞解釈・否定辞の作用域・削除可能な要素の特性・削除部か
らの移動可否などの多くの特性を明らかにしてきた。 
本研究期間中、日英語の多くの削除文についてその統語・意味・音韻特性を明らかにしてきた。
例えば、日本語の項削除文、Verb-Echo Answer（VEA)、Particle-Stranding Ellipsis(PSE)などにおけ
る数量詞や否定辞の作用域が、対応する非削除文とは異なることを明らかにした（VEA と PSE
については、津田塾大学佐藤陽介氏と共同研究した）。まず、日本語の項省略文における数量詞
の作用域解釈の変化については、(i)音韻部門で音を消すという PF削除分析、(ii)日本語の述語の
形態的特性（膠着性）による移動要請、(iii)統語ー意味部門のインターフェースにおける数量詞
の作用域の経済性（Fox 2000)の相互作用により統語分析した。この研究成果は国際ジャーナル
Syntax に掲載された。また、VEA における否定辞と数量詞の作用域の変化については、削除文
でのみ強制される動詞の主要部移動によるものであると主張し、その論考が国際誌 Linguistic 
Inquiry に掲載された。さらに、PSE における意味変化についても、それが残余部の音韻強勢に



よるものであるという分析を提案し、それが国際誌 Natural Language and Linguistic Theoryに掲
載された。また、それらの研究成果を国際学会 The 41st GLOW conferenceなどで発表した。音韻
強勢と意味変化に関しては、日本語の標準語、福岡方言における wh句と焦点要素の介在効果の
容認度の差を、それぞれの方言における wh句のアクセントの違いと疑問文の音調の違いにより
分析し、その研究成果を日本英語学会 workshopなどで口頭発表した。 
 また、日本語、韓国語の疑問文断片（fragment questions)について、Pukyong National University
の Haewon Jeon氏と共同研究した。特に、疑問文断片では残余句である話題要素と疑問詞の語順
が固定されることを明らかにし、それが節周辺部の意味に応じた豊かな階層構造を仮定するカ
ーとグラフィー分析の経験的支持となると主張した。加えて、カートグラフィー分析に関しては、
長崎方言の敬語接辞と可能・受け身接辞との共起制限から、日本語の動詞句領域の階層構造を明
らかにすることを試みた。特に、敬語形態素と受け身形態素について、標準語ではそれらが音韻
的に同一であるため共起制限がかかるのに対し、長崎弁ではそれらが異なる音韻を持つため共
起できることを明らかにした。また、標準語における共起制限も、削除により受け身形態素が音
韻的に顕在化しない場合（省略される場合）には緩和されることを明らかにした。これらの論考
の一部は、神田外語大学遠藤喜雄教授との共著である「カートグラフィー（最新英語学・言語学
シリーズ）」（開拓社、2020年）に収録されている。 
 削除文における統語－音韻インターフェース条件については、英語における as-倒置文、so-倒
置文、比較倒置文における主語の位置と動詞句削除の関係を研究した。特に、移動のコピーの削
除と動詞句削除が同じ削除操作に従うと想定し、倒置文における義務的動詞句削除は倒置文の
ラベル付けから動機づけられると主張した。さらに、同研究結果を全国紙 English Linguistics に
投稿し、同論文が 2021 年度 EL 論文賞を受賞した。また、移動により生じるコピーが、ある種
の削除操作の適用を受けるという想定のもと、コピー削除が削除操作に適用される Scope 
Economy (Fox 2000)に従うと提案し、日英語の寄生空所構文の数量詞解釈を統語分析した。この
研究は大阪大学の宮本陽一氏との共同研究であり、研究成果は国際学会 Japanese/Korean 
Linguistics 30などで公表された。 
 さらに、研究期間を通して、その他の様々な削除文についても考察している。例えば、日英語
の Andrews Amalgamについて同志社大学瀧田健介氏と共同研究し、同構文を parenthetical sluicing
の一種であると主張する論考を国際学会 Generative Grammar in the Old Worldなどで発表した。さ
らに、英語の等位接続間接疑問文縮約文について、同志社大学の瀧田健介氏と東北大学の中村太
一氏と共同研究し、日英語において、非削除文で観察される Left Branch Extractionの非文法性が
削除文でも同様に観察されることを示した。これは、削除文が非削除文と同じ移動制約に従う例
であり、移動操作が適用される統語構造を前提とする PF削除分析を支持するものである。同研
究結果については、国際学会 Japanese/Korean Linguistics 28で口頭発表した。また、日本語の項
削除が適用できないとされる wh句について、その統語特性・移動特性・格標示の制限などを精
査し、それらの特性が削除適用可能性とどのようにかかわるかを考察した。それらの論考を
GLOW in Asia XIII、the 15th ELSJ International Spring Forumなどで口頭発表した。また、大阪大
学の宮本陽一氏との共同研究において、焦点要素として解釈される wh 句を残余句とする wh-
stripping構文の存在を明らかにし、日本語の wh-stripping文には移動＋TP削除という派生と、分
裂文を基底構造とする派生の両方が利用可能であると提案した。その研究成果を国際学会
Workshop on Altaic Formal Linguistics 16で口頭発表した。 
本研究の目標は、「省略が意味を変える」ということを実証するものであり、その点について
は多くの実証研究で達成できたと考える。しかし、二つ目の研究目標であった「意味変化が見ら
れる場合はＬＦ分析が妥当であることを示し、意味変化が見られない場合は PF削除分析が妥当
であることを示す」という仮説については、反証する方向で研究が進んだ。すなわち、様々な削
除文で意味変化が見られるが、それらの意味変化は統語部門における主要部移動や数量詞繰り
上げなどの移動操作により説明でき、そのため、派生において統語部門を前提とする PF削除分
析を支持するものであると主張してきた。このように、当初の仮説を反証する研究成果を提示し
てきたものの、本研究は日英語の多くの省略文の統語・音韻・意味特性を明らかにするものであ
り、統語論研究の経験的発展に寄与するものである。また、削除文の派生方法に関して、移動と
削除の相互作用や削除の適用可能性、削除文特有の（主要部）移動などを研究し、それらが PF
削除分析により妥当に説明可能であることを示したことで、削除現象に対する統語理論の発展
にも寄与してきた。 
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